
部 方 針 書

年度 部名 部長名

R8 会計管理者 清水一郎

3 職員間で日頃から活発にコミュニケーションを取り相談や発言がしやすい職場環境づくりを進め、必要な知見等を職員間で共有することで仕事の質を高め、組織の成長に繋げる。

1　部の経営方針（部全体を俯瞰したマネジメントの目標）

Ｎｏ 経営方針・取組の方向性（業務、組織、人材に関するマネジメント目標を含む）

1 関係法令に基づき会計事務を適正かつ確実に執行する。

2 資金の執行状況や利率の変動等を的確に把握し、財政課とも必要に応じて情報共有等を行いながら、資金を効率的かつ有効に運用する。

人財育
成・内部
統制

管理職が率先して範を示しながら、凡事徹底は基より責任と主体性を持って職務に取り組む人材の育成に努め、正確で効率的なチェック機能の強化に取り組む。



市民生活、まちづくりにおいてどのような責務を負っているか、存在理由

3　課の人的資源（R8.4.1時点） s

資金の確実か
つ効率的な運用

的確な決算書・
決算附属書作
成

使命を果たすために目指す状態、到達点

適正かつ確実な会計事務の実現

確実かつ効率的な資金の確保

決算の内容を後の予算や施策に反映

管理職が率先して範を示しながら、凡事徹底は基より責任と主体性を
もって職務に取り組む人材の育成に努め、正確で効率的なチェック機能
の強化に取り組む。

最終目標
（最終目標年度）

会計事務の適
正かつ確実な執

行

資金の確実か
つ効率的な運用

的確な決算書・
決算附属書作

成

－

1　課の使命

会計事務の適正な執行を確保するため、支出負担行為の確認及び支出命令の審査並びに現金の出納・保管、小切手の振出し、決算の調製、有価証券の出納保管、物品の出納保管等
を的確に行う。

R8目標

会計事務の適
正かつ確実な執
行

資金の確実か
つ効率的な運用

的確な決算書・
決算附属書作
成

指標（単位）

会計事務の適正かつ確実な
執行

資金（歳計現金、歳入歳出外
現金、基金及び一時借入金）
の確実な管理と効率的な運
用

的確な決算の調製

課 方 針 書

年度 課名 課長名

R8 出納室 清水一郎

正規職員 うち定年延長 うち再任用 会計年度職員 臨時職員

－

－

2

10 1

3

人財育
成/内
部統制

2　課の目標

№

1

関連計画 R7実績（見込）

会計事務の適
正かつ確実な執

行



4  R8年度の主な取組　（※重点順）

事業名・取組名 R8予算額（千円）

現状（R7年度末） R8年度末

事業名・取組名 R8予算額（千円）

現状（R7年度末） R8年度末

取組の進捗を測る目標（アウトプット指標）

―

▶

0千円

目
標
№ 0千円

目
標
№

市長方針書 未来PJ 事業実施の必要性（市民にとって何が良くなるか、まちがどう変化するか）やボトルネック

決算の調製 － － 根拠法令に基づく。

的確な決算書・決算附属書を作成する。

R8年度の取組内容（何をするか簡潔・明瞭に）

― ―

2

3

未来PJ

－

事業実施の必要性（市民にとって何が良くなるか、まちがどう変化するか）やボトルネック

本市の資金をより安全に効率的に確保するため。資金の確実な管理と効率的な運用

―

▶
―

資金（歳計現金、歳入歳出外現金、基金及び一時借入金）の確実な管理と効率的な運用を行う。

R8年度の取組内容（何をするか簡潔・明瞭に）

―

取組の進捗を測る目標（アウトプット指標）

市長方針書

－


